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会
員
の
皆
様
に
は
、
本
同
窓
会

の
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
3
月
2
日
〝
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
〟
で
第
64
回
卒
業
式
が

催
さ
れ
、
昨
年
よ
り
48
名
多
い

3
5
6
名
の
新
会
員
を
迎
え
ま
し

た
。「
数
は
力
な
り
」
と
言
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
有
能
な
人
が
増

え
る
こ
と
は
本
会
に
と
っ
て
心
強

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
み
て
、
近
年
公
立
伝

統
校
が
見
直
さ
れ
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
歴
史
を
刻
ん
だ
校
門
石

垣
堤
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
校
地

に
、
木
立
、
新
校
舎
、
古
い
建
物

が
調
和
し
た
良
い
環
境
に
恵
ま

れ
、
先
生
方
は
、
杉
本
尚
平
校
長

を
中
心
に
一
致
団
結
し
て
頑
張

り
、
又
生
徒
で
あ
る
後
輩
達
も
文

武
両
道
に
励
み
、
校
内
は
活
気
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ

し
く
勉
強
、
部
活
動
、
学
校
諸
行

事
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
実
行
さ
れ
て

い
る
我
母
校
が
「
素
晴
し
い
伝
統

校
」
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

竹
内
清
（
１
９
１
１
～
２
０
０

８
年 

）氏
は
岡
山
を
代
表
す
る
画

家
で
す
。
二
科
会
を
主
な
発
表
の

場
と
し
て
、
抽
象
芸
術
の
世
界
を

開
拓
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
９
年

（
昭
和
24
）
に
毎
日
新
聞
社
主
催

の
第
３
回
連
合
美
術
展
へ
出
品
さ

れ
た
『
夜
景
』
は
、
創
立
80
周
年

記
念
美
術
展
（
昭
和
29
）
の
際
に

本
校
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
長
期

間
「
百
周
年
記
念
館
」
の
ラ
ウ
ン

ジ
に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

　

来
年
は
、
創
立
1
4
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
今
年
末
に
は
同
窓
会

員
名
簿
第
44
号
を
発
行
し
、
特
集

と
し
て
学
校
行
事
の
一
つ
で
あ
る

体
育
祭
の
名
物
「
仮
装
行
列
」
が

と
り
あ
げ
ら
れ
、
明
治
時
代
か
ら

今
日
ま
で
の
な
つ
か
し
い
資
料
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

17
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
「
個
人

情
報
保
護
法
」
以
後
2
回
目
の
発

行
で
あ
り
ま
す
が
、
法
の
主
旨
を

踏
ま
え
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
発

行
い
た
し
ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
岡
山

で
の
総
会
懇
親
会
は
、
岡
山
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
11
月
16
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
岡
山
で
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
東
京

で
の
京
浜
同
窓
会
、
大
阪
で
の
近

畿
同
窓
会
、同
期
会
、部
活
O
B
・

O
G
会
等
へ
、
機
会
が
あ
れ
ば
ご

参
加
頂
き
、
同
窓
の
絆
を
深
め
て

頂
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
会
報
の
表
紙
の
絵
は
、
本

校
所
蔵
の
故
竹
内
清
氏
（
昭
和
5

年
卒
）
の
作
品
、「
夜
景
」
で
あ
り

ま
す
。損
傷
が
著
し
か
っ
た
の
で
、

母
校
支
援
の
一
環
と
し
て
修
復
費

用
を
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
作
品
を
目
に
さ
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
経

年
の
劣
化
で
、
キ
ャ
ン
バ
ス
は
部

分
的
に
波
う
ち
、
厚
塗
り
さ
れ
た

箇
所
で
は
絵
具
の
剥
落
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。
保
護
の
た
め
に
塗

ら
れ
た
ニ
ス
に
も
問
題
が
あ
り
、

黴
が
生
じ
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
母
校
支
援
を
仰
ぎ
、

「
絵
画
修
復
工
房
Ｙ
ｅ
Ｙ
」
に
依

頼
し
、
損
傷
改
善
の
た
め
に
以
下

の
修
復
処
置
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

①�

キ
ャ
ン
バ
ス
を
木
枠
か
ら
取
り

外
し
、
作
品
裏
面
の
埃
等
を
掃

除
。

②�

付
着
し
た
水
溶
性
の
汚
れ
を
蒸

留
水
に
よ
っ
て
除
去
後
、
有
機

溶
剤
で
古
い
ワ
ニ
ス
の
洗
浄
。

③�

木
枠
へ
の
張
り
直
し
。
絵
具
層

補
強
の
た
め
合
成
樹
脂
を
塗
布

し
加
温
加
圧
。

④�

絵
具
が
剥
落
し
た
部
分
を
充
填

材
で
埋
め
て
整
形
し
、
補
彩
。

⑤��

画
面
保
護
ワ
ニ
ス
の
塗
布
。

　

修
復
さ
れ
た
作
品
は
、
現
在
は

職
員
室
前
に
展
示
さ
れ
、
校
内
に

潤
い
の
あ
る
空
間
を
作
っ
て
い
ま

す
。

（
岡
本
昌
康
：
旧
職
員〔
美
術
〕 

昭
和
46
年
卒
）

ご
あ
い
さ
つ

波打ったキャンバスと亀裂白絵具の剥落カビの発生が見られる

『
夜
景
』修
復
に
ついて


